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は 200個から 170個，送受信回数は 15,000回から 3,000回，送信回数は 150回から 20回に少数化






審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は，現行の角鋼片の非破壊検査手法の代替手法として提案されている，TOF を用いる超音波
CT法における計測コストの問題の解決を図ったものである．計測コストは，角鋼片の非破壊検査にお
いて重要となる検査時間を左右するものであり，計測コストの更なる低減を図る必要があった．本研
究によるトランスデューサアレイの走査間隔の最適化により，断面間に存在しうる欠陥を見落とさな
い範囲で最大の走査間隔を，送信信号と材料のパラメータから決定できるようになっている．また，
本研究で構築された時間反転波を利用する可視化手法では，送信回数や送受信回数等の計測コストが
TOFを用いる超音波 CT法に比べて大幅に低減され，その上で，同程度の欠陥可視化を行うことが可能
となっている．本手法における計測コストの低減は，現行の手法に代わる手法の実用化に向けた大き
な進歩だと言える．以上の事より，本研究の成果は，鉄鋼材料製造分野のみならず、高分子材料、精
密光学材料、食品等の製造分野の発展への寄与が期待できることから高く評価できる． 
【最終試験の結果】 
平成２８年７月２５日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
